
 

平成 28年 11月 12日に「第 4回脳神経外科手術ビデオセミナー」を主催いたしました。 

当院の副院長・脳神経外科顧問である佐野公俊医師の「近県に限らず日本全国の young 

neurosurgeonに脳動脈瘤手術を学んで欲しい」との意思のもと、当院は平成 22年より 

脳神経外科診療に携わる医師を対象とした手術手技の研究会を定期開催しております。 

 

本セミナーは、実際に経験した難しい症例や研究内容を発表し、お互いの知識および 

技術向上を目的とし、2部構成で開催しております。 

Ⅰ部では、当院の脳神経外科部長である南村鎌三医師が座長を務めました。海外から藤田

保健衛生大学にて研修している留学生医師も参加し演題発表を行うなど、国際色豊かな 

セミナーとなりました。 

さらに、日本大学 平山晃康教授によるミニレクチャー『運動機能の術中モニターリング・

マッピングー運動誘発電位（ＭＥＰ）－』をご講演いただき、佐野公俊医師のワンポイント

レクチャー『larg aneurysm の攻略法その 1』では、脳動脈瘤手術について時間の許す 

限り解説をしました。 

 

Ⅱ部では、北海道大学 中山若樹医師をお招きし、『理屈を超えた脳動脈瘤手術～普通の 

ものをどこまで追求するか～』を詳しく説明していただきました。参加された先生方から

の質問・ご意見も多く、いつも以上に活発なディスカッションが行われました。 

 

本セミナーの魅力のひとつは、数々の「修羅場」を乗り越えてきた先生方の体験談を 

詳細なビデオ映像での解説、また学会等では話されないような貴重なホンネを聞ける事 

だと思います。 

今後の医療を担う若い先生方には、最高峰の手術手技とそれを追及する姿勢を学んでいた

だける良い機会だと思います。皆様のご参加を心待ちにしております。 

これまで開催された「脳神経外科手術ビデオセミナー」の模様は当院 HP 内「脳神経外科

のページ」からご覧いただけます。 

 

 

 

次回は、平成 29 年 6 月 10 日（土）に開催を予定しております。 

お問合せは、下記メールアドレスまでご連絡ください。 

≫ e-mail（代表）：info@shinkawabashi.or.jp  TEL（代表） 044-222-2111 


